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休館日　毎週火曜
日、�/��（木）　※４
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入館料　一般５００
円（４００円）　※（

　）内は割引料金

　　　　高校生以
下および１８歳未

満の方は無料
会　場　信州高遠

美術館　第１展示
室・第２展示室

※ �/��（土） は国際博物館の日により入館料無料����

�:��―��:��
※最終受付は ��:��

関連イベント

日時：2024 年 5月 3日（金・祝）10:00 ～ 11:00
料金：入館料のみ必要
会場：信州高遠美術館 玄関ホール
内容：信州高遠美術館で所蔵する秀畝が使用した１４６顆
　　　の画印について研究し、印譜の作成をされた書家で
　　　篆刻家でもある泉石心氏にお話をいただきます。

泉石心氏講演会「池上秀畝の印」   ※要申込

日時：2024 年 4月 27日（土）13:00 ～ 16:00
料金：入館料 +材料費 2,000 円 / 1 人
講師：伊藤君人氏（伊藤盛輪堂）
会場：信州高遠美術館 玄関ホール
対象：小学 4年生以上
内容：表具師の伊藤君人氏（黄綬褒章受章・「現代の名工」表彰）を
　　　講師に招き、表装の技術を使った本格的なミニ屛風
　　　を作ります。（定員 20 人）

ワークショップ「ミニ屏風を作ろう！」   ※要申込

学芸員によるギャラリートーク  ※申込不要
日時： ①2024 年 3月 2日（土）10:30 ～ 11:00
　　　②2024 年 5月 3日（金・祝）11:15 ～ 11:45
　　　③2024 年 5月 18日（土）14:00 ～ 14:30
料金：入館料のみ必要 ※③は入館料無料

学芸員によるギャラリートーク  ※申込不要
日時： ①2024 年 3月 2日（土）10:30 ～ 11:00
　　　②2024 年 5月 3日（金・祝）11:15 ～ 11:45
　　　③2024 年 5月 18日（土）14:00 ～ 14:30
料金：入館料のみ必要 ※③は入館料無料

長野県伊那文化会館、高遠町歴史博物館、伊那市創造館、信州高遠美術館では、
池上秀畝と作品を紹介するカードを配布します。4枚コンプリートした方には
景品を贈呈します！※配布期間は各館の池上秀畝展の開催期間に準じます

長野県伊那文化会館、高遠町歴史博物館、伊那市創造館、信州高遠美術館では、
池上秀畝と作品を紹介するカードを配布します。4枚コンプリートした方には
景品を贈呈します！※配布期間は各館の池上秀畝展の開催期間に準じます

池上秀畝《決闘》1943
年 絹本着色 軸装 第 6

回新文展出品作

>>>

会場：信州高遠美術館 市民ギャラリー

同時開催

池上秀畝写生画展
池上秀畝生誕 150 年展 開催情報

休館日 : 毎週水曜

長野県立美術館会期：2024 年 5月 25日 ( 土 ) ~ 6 月 30 日 ( 日 )
※会期中展示替えがあります

巡回展
〒380-0801 長野県長野市箱清水 1-4-4
TEL: 026-232-0052 FAX: 026-232-0050

会期：2024 年 3月 16日 ( 土 ) ~ 4 月 21日 ( 日 )
※会期中展示替えがあります
休館日 : 毎週月曜

練馬区立美術館 巡回展
〒176-0021 東京都練馬区貫井 1-36-16
TEL: 03-3577-1821

会期：2024年2月23日 (金・祝 )~6月16日 (日 )
休館日 : 毎週月曜、祝日の翌日 ※観桜期間中は無休 

伊那市立高遠町歴史博物館
〒396-0213 長野県伊那市高遠町東高遠 457
TEL: 0265-94-4444 FAX: 0265-94-4460

会期：2024 年 3月 16日 ( 土 )~5月 27日 ( 月 )
休館日 : 毎週火曜

伊那市創造館
〒396-0025 長野県伊那市荒井 3520
TEL: 0265-72-6220 FAX: 0265-74-6829

会期：2024 年 3月 30日 ( 土 )~5月 12日 ( 日 )
休館日 :  4/1（月）、8（月）、15（月）、22（月）、30（火）、5 /7（火）

長野県伊那文化会館
〒396-0026 長野県伊那市西町 5776
TEL: 0265-73-8822 FAX: 0265-73-8599
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８
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４
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屋
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し
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ま
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、
祖
父
休
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、
父

秀
花
と
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の
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に
育
ち
、
幼
少
の
頃
か
ら
絵
に

親
し
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。
１
８
８
９
年
に
上
京
、
当
時

ま
だ
無
名
だ
っ
た
荒
木
寛
畝
に
師
事
、
内
弟
子
と
し

て
修
業
し
、
日
本
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術
協
会
展
、
文
展
、
帝
展
な
ど

に
出
品
し
ま
し
た
。
１
９
１
６
年
か
ら
３
年
連
続
で

文
展
特
選
を
受
賞
、
伝
統
に
立
脚
し
な
が
ら
、
写
実

に
基
づ
く
山
水
画
・
花
鳥
画
を
追
求
し
ま
し
た
。
師

匠
寛
畝
の
死
後
、自
ら
の
画
塾
「
伝
神
洞
」
を
主
宰
し
、

後
進
の
指
導
に
も
尽
力
し
ま
し
た
。
昭
和
に
入
る
と

秀
畝
の
作
品
に
も
時
代
を
反
映
し
た
作
品
が
多
く
見

ら
れ
ま
す
。
一
方
で
、
１
９
３
９
年
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
万
博
に
《
黎
明
》
を
出
品
す
る
な
ど
日
本
文
化
の

紹
介
、
国
際
親
善
に
も
努
力
し
ま
し
た
。

秀
畝
は
、
１
９
４
４
年
に
東
京
谷
中
の
自
宅
で
亡
く

な
る
ま
で
、
衰
え
る
こ
と
な
く
描
き
続
け
、
努
力
を

惜
し
ま
ず
に
純
粋
に
画
道
を
求
め
続
け
ま
し
た
。

展
覧
会
名
に
あ
る
「
気
韻
生
動
」
と
は
、
日
本
画
の

源
流
で
あ
る
中
国
絵
画
の
世
界
で
生
ま
れ
た
言
葉
で
、

「
被
写
体
の
持
つ
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
描
く
」
と
い
う
意
味

合
い
が
あ
り
ま
す
。
絵
を
描
い
た
り
評
価
す
る
際
に

大
事
に
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
６
つ
の
決
ま
り
ご
と

の
ひ
と
つ
で
あ
り
、
そ
の
中
で
も
最
も
重
要
と
さ
れ

た
も
の
で
す
。
本
展
で
は
、
日
本
画
の
神
髄
と
も
言

え
る
「
気
韻
生
動
」
を
体
現
し
た
秀
畝
の
花
鳥
・
歴

史
画
の
作
品
を
展
覧
し
、
秀
畝
の
師
匠
や
弟
子
、
同

時
代
に
活
躍
し
た
中
村
不
折
、
小
坂
芝
田
ら
郷
土
作

家
の
作
品
を
合
わ
せ
て
展
示
し
ま
す
。

信
州
高
遠
美
術
館
で
は
、

高
遠
町
出
身
の
日
本
画
家

池
上
秀
畝
の
生
誕
150
年
を

記
念
し
、
特
別
展
を
開
催

し
ま
す
。

①池上秀畝《鶴松図》1938 年 絹本金地着色 六曲一双屏風
②池上秀畝《渭塘奇遇》1927年 絹本着色 軸装 第8回帝展出品作
③池上秀畝《武者図》制作年不詳 絹本着色 六曲屏風
④写真：画室の池上秀畝
主催：伊那市、伊那市教育委員会、信州高遠美術館
後援：長野県、信濃毎日新聞社、中日新聞社、読売新聞長野支局、
朝日新聞長野総局、毎日新聞長野支局、時事通信社長野支局、
共同通信社長野支局、市民新聞グループ、アド・コマーシャル、
アド・プランニング、（公財）信毎文化事業財団、（公財）八十二文化
財団、SBC 信越放送、NBS 長野放送、TSB テレビ信州、abn 長野朝日
放送、FM 長野、長野日報社、伊那ケーブルテレビジョン、伊那市有線
放送農業協同組合、信州美術会伊那支部、伊那美術協会、伊那市民美
術会、伊那市観光協会

①

②

③

④

本チラシまたは、本チラシ表面掲載館の池上秀畝生誕 ��� 年展半券を当館受付にお持ちいただくと、
入館料が ��� 円割引になります。（他の割引との併用不可 /チラシまたはチケット �枚につき �グループ様適用）割引

JR飯田線

���-���� 長野県伊那市高遠町東高遠 ���

中央自動車道

����-��-���� ����-��-����
t-bjk@inacity.jp

アクセス・交通

TEL
〒

MAIL
FAX

〇伊那 I.C. から国道 ��� 号を経由 �� 分
〇諏訪 I.C から国道 ��� 号を経由 �� 分
〇小黒川スマート I.C. から �� 分
〇伊那バスターミナル・伊那北駅から高遠線 JR
　バス �� 分で高遠駅。高遠駅から徒歩 �� 分

※さくら祭りの会期中は、美術館周辺の駐車場は有料です。
※混雑時、普通車は高遠城跡公園方面及び、美術館周辺へ入ることができませんのでご注意ください。


